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秋田県 川嶋 藤井 今野 花の３人衆 
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今回は秋田県の花の３人衆(川嶋・藤井・今野)の御紹介をしたい。№5 に登場していただいたが、今回は本格的に紹

介。 

３人とも私の兄貴・姉貴分として平成の最初から、私が全国に出る前からお付き合いをさせていただいている。秋田県は

現在東北・北海道では唯一保育３団体が統一されている。川嶋真諒さんは現在秋田県の全保協系の会⾧で実質的に秋田県

のトップに君臨している。その実力はそこらへんのものとは桁違いなのだ。例えば今年のこのコロナ騒ぎの中、由利本荘

市から保育者対しての慰労金(確か一人当たり５万円だと思ったが)を出させいている。その手腕は若い時から抜群だっ

た。この３ 

人が若い時から現在の保育の仕組みを理解されていたことは、現在の秋田県に

とって大きなことだった。ましてや川嶋の兄貴はもう１０数年前から秋田でト

ップをとれるにも関わらず、表舞台に出てこなかった。逆にこの難しい局面に

登場したのは、秋田にとっては本当に心強い。同じく由利本荘市の藤井みはと

さんは、皆さんご存知の秋田美人の代表だ。その美貌と笑顔、そして物腰の柔

らかさで秋田県を代表して幾多の役職をされ全国でも活躍していた。そのみは

とさんが近年大病をされた。なかなか会えない時間が⾧いと感じていた。近年

秋田で私が講師に呼ばれた時に、みはとさんが車で駅に迎えにきた。私はドキドキと共に本当に嬉しかった。ジーンとし
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た。最近私と椛沢会⾧はみはとさんの事を藤井みはさんにちなんで「不死身みはとさん」と呼んでいる。ずっと元気でい

てもらわないと困るんだ。 

さてさて最後は山形県の境、にかほ市象潟が生んだスーパースター今野真保さんだ。若いにも関わらず、秋田県私保連

の会⾧を降りたばかりだ。一緒に保総研で海外視察に行っているからご存知の方も多いとおもうが、そのいで立ちは東ヶ

崎・今野・坂﨑が並ぶと、どこから見ても JAPAN YAKUZA そのものだった。見た目は武闘家だが、超理論家であり、若

い時から図抜けた才能だった。当人には申し訳ないが、まだまだ日本の中心になって活躍してもらわないと困るのだ。特

に過疎地問題については私とタッグを組み、この５年間である程度の結論を導いていきたいと勝手にお願いしている。        

川嶋・今野は息子さんが次の時代の為動き始めているし、藤井みはとさんの主任も良く保総研の研修に最近参加してく

れている。是非とも後を継いで活躍してもらいたいと切に思っている。 

秋田県は昭和の初めから⾧―く活躍している東北を代表する方々がいて、その中でこの３人は活躍してきて今にいる。 

保総研の 20 年にも、ずっと付き合ってもらっているが、このお三方には当分の間、私と共に活躍してもらわねばと強

く強く思う今日この頃である。 
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